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タ
イ
は
遂
に
、
國
軍
の
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
政
權
奪
取
の
事
態
と
な
り
ぬ
。
タ
ク
シ
ン
派
と
反
タ
ク
シ
ン

派
、
赤
シ
ャ
ツ
派
と
黄
シ
ャ
ツ
派
の
對
立
抗
爭
は
、
話
合
ひ
、
和
解
の
餘
地
少
く
、
タ
イ
の
政
治
に
あ
り
て
は
、

か
か
る
事
態
と
な
ら
ば
、
時
の
氏
神
た
る
べ
き
プ
ミ
ボ
ン
國
王
、
御
年
齡
、
御
健
康
に
よ
り
、
昔
日
の
如
き
役

割
を
期
待
申
し
上
ぐ
る
能
は
ざ
る
今
日
、
國
軍
の
出
動
以
外
に
、
事
態
の
收
拾
を
圖
る
手
段
無
き
は
明
白

な
れ
ば
、
國
軍
の
出
動
は
當
然
の
こ
と
に
し
て
、
む
し
ろ
遲
き
に
失
せ
り
と
云
ひ
つ
べ
し
。
但
し
國
軍
出
動
の

遲
か
り
し
は
、
事
前
に
ア
メ
リ
カ
の
諒
承
を
得
る
要
あ
り
し
故
な
る
べ
く
、
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
ア
メ
リ
カ
政
府

の
反
應
、
穩
當
な
れ
ば
、
國
際
輿
論
な
る
も
の
の
ク
ー
デ
タ
ー
批
判
、
一
定
限
度
内
に
抑
制
せ
ら
れ
、
事
態

は
鎭
靜
に
向
ふ
と
豫
想
せ
ら
る
。
さ
す
れ
ば
、
タ
イ
と
タ
イ
國
民
に
と
り
、
ま
た
日
タ
イ
關
係
に
と
り
、
望

ま
し
き
こ
と
な
ら
む
。 

  

タ
イ
の
、
近
時
の
情
勢
を
理
解
せ
ん
に
、
我
ら
が
日
本
の
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
、
田
中
角
榮
と
福
田
赳

夫
の
對
立
よ
り
、
類
推
す
る
を
得
べ
し
。
タ
ク
シ
ン
は
田
中
に
比
す
べ
く
、
選
擧
を
實
施
せ
ば
、
タ
ク
シ
ン
と
タ

ク
シ
ン
派
の
優
位
は
、
動
か
す
可
か
ら
ず
。
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
時
期
、
自
民
黨
内
の
黨
員
の
選
擧
に
於

て
、
田
中
の
優
位
に
あ
り
し
が
如
し
。
對
し
て
反
タ
ク
シ
ン
派
は
、
良
識
派
な
り
。
曾
て
田
中
と
福
田
、
自
民

黨
内
の
選
擧
に
よ
り
、
總
裁
を
爭
ひ
た
る
折
、
歴
代
首
相
、
黨
幹
部
等
、
自
民
黨
内
の
み
な
ら
ず
、
世
の
良

識
派
は
、
擧
り
て
福
田
を
支
持
せ
る
を
想
起
す
。
田
中
を
支
持
せ
る
は
、
當
時
長
持
に
て
運
び
込
ま
れ
た
る

五
億
圓
の
ゲ
ン
ナ
マ
に
て
、
田
中
に
靡
け
り
と
噂
せ
ら
れ
し
中
曾
根
等
の
少
數
幹
部
は
あ
れ
ど
、
多
く
は
、
黄

金
の
力
に
よ
り
、
眼
を
眩
ま
せ
ら
れ
た
る
若
き
黨
員
、
及
び
こ
れ
も
金
力
に
て
買
收
せ
ら
れ
た
り
と
云
は
れ

し
若
き
政
治
記
者
等
な
り
き
。
タ
イ
の
タ
ク
シ
ン
亦
、
金
權
政
治
家
な
り
と
批
判
せ
ら
る
。
タ
ク
シ
ン
の
、
携

帶
電
話
事
業
に
よ
り
、
巨
萬
の
富
を
積
み
、
そ
を
政
治
活
動
に
利
用
せ
る
は
、
周
知
の
事
實
な
り
。
反
タ
ク

シ
ン
派
は
、
タ
ク
シ
ン
派
が
選
擧
の
得
票
、
專
ら
金
力
に
よ
り
、
掻
き
集
め
ら
れ
た
る
を
非
難
す
。
ま
た
タ
ク
シ

ン
の
政
治
活
動
に
い
か
が
は
し
き
點
多
く
、
政
治
活
動
に
因
り
て
、
利
を
圖
る
と
の
批
判
あ
る
は
事
實
な
り
。

さ
れ
ど
タ
ク
シ
ン
は
、
も
と
も
と
成
功
せ
る
企
業
家
に
し
て
、
資
金
力
の
根
源
は
、
正
常
な
る
企
業
活
動
た
る

携
帶
電
話
事
業
よ
り
、
獲
得
せ
る
富
力
な
り
。
田
中
の
、
正
常
な
る
企
業
活
動
は
、
年
長
の
妻
の
會
社
た
り

し
田
中
土
建
の
み
に
し
て
、
富
の
大
半
を
、
專
ら
政
治
活
動
よ
り
得
た
る
と
、
や
や
異
な
る
に
あ
ら
ず
や
。 

 

我
タ
ク
シ
ン
と
、
面
識
あ
り
て
、
あ
る
時
、
相
當
時
間
に
亙
り
、
話
し
せ
る
こ
と
あ
り
。
田
中
と
も
昔
、
面
識

あ
り
き
。
田
中
の
、
自
民
黨
總
裁
就
任
直
前
ま
で
の
祕
書
、
後
の
田
中
首
相
祕
書
官
、
早
坂
某
の
前
任
者
は
、

今
は
故
人
と
な
る
も
、
わ
が
敬
愛
せ
る
先
輩
な
り
き
。
こ
の
祕
書
、
田
中
の
首
相
就
任
直
前
に
、
後
に
「越
山

會
の
女
王
」
と
呼
ば
れ
た
る
愛
人
の
一
人
と
關
係
を
斷
つ
べ
く
進
言
し
、
容
れ
ら
れ
ず
し
て
辭
任
せ
る
は
、
政

界
周
知
の
事
實
な
り
。
か
か
る
關
係
よ
り
知
り
た
る
田
中
と
タ
ク
シ
ン
を
比
ぶ
る
に
、
我
に
、
好
惡
の
偏
向
あ

る
べ
き
も
、
田
中
が
い
か
が
は
し
さ
は
、
タ
ク
シ
ン
よ
り
甚
し
。
我
が
知
れ
る
タ
ク
シ
ン
は
、
田
中
に
比
ぶ
れ
ば
、

か
な
り
ま
と
も
な
る
人
物
と
覺
ゆ
。
さ
れ
ど
タ
ク
シ
ン
の
政
治
力
は
、
畏
怖
す
べ
き
も
の
あ
り
。
プ
ミ
ボ
ン
國

王
に
、
萬
一
の
こ
と
あ
ら
ば
、
次
期
國
王
に
即
位
す
る
蓋
然
性
高
き
は
、
ワ
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
皇
太
子
な
り
。
こ



の
皇
太
子
は
、
我
が
秋
篠
宮
殿
下
と
親
交
深
き
も
、
プ
ミ
ボ
ン
國
王
の
、
謹
嚴
實
直
に
し
て
、
政
治
的
識
見

を
國
民
よ
り
尊
敬
せ
ら
る
る
と
異
な
り
、
勉
強
嫌
ひ
の
遊
び
好
き
人
物
に
し
て
、
渠
が
遊
興
資
金
は
、
タ
ク

シ
ン
が
提
供
す
と
ぞ
。
か
る
が
故
に
次
期
國
王
の
世
と
な
ら
ば
、
タ
ク
シ
ン
の
影
響
力
は
、
宮
廷
内
に
も
及
ば

ん
。
さ
れ
ば
タ
イ
の
良
識
派
に
と
り
、
プ
ミ
ボ
ン
國
王
ご
存
命
の
今
日
こ
そ
、
タ
ク
シ
ン
の
力
を
押
さ
へ、
政
治

に
於
け
る
良
識
を
守
る
ほ
ぼ
最
後
の
機
會
な
れ
と
、
思
ひ
詰
む
る
は
む
べ
な
り
。 

  

田
中
角
榮
の
自
民
黨
總
裁
に
選
ば
れ
、
首
相
に
就
任
せ
る
よ
り
後
、
日
本
の
政
治
に
何
が
起
こ
り
た
る
や
、

我
ら
よ
く
識
れ
り
。
田
中
の
長
く
政
界
の
實
權
を
保
持
し
、
田
中
後
は
、
金
丸
、
竹
下
、
小
澤
等
の
後
繼
者
・

實
力
者
と
な
り
て
、
田
中
が
政
治
手
法
、
即
ち
政
治
家
の
多
數
を
聚
め
、
黨
と
政
府
の
要
職
を
占
有
し
て
、

政
府
豫
算
と
建
設
會
社
よ
り
資
金
を
稼
ぎ
、
建
設
會
社
社
員
を
政
治
家
事
務
所
に
補
助
要
員
と
し
て
派

遣
せ
し
め
、
稼
ぎ
た
る
資
金
に
て
、
政
治
家
若
手
、
官
僚
、
記
者
ら
を
懷
柔
す
る
は
、
政
治
の
常
套
手
段
と

な
る
。
田
中
が
惡
辣
な
る
資
金
稼
ぎ
、
例
へ
ば
國
有
河
川
の
河
川
敷
内
の
土
地
を
、
職
權
も
て
河
川
敷
外
に

指
定
換
へし
、
豫
め
買
占
め
た
る
河
川
敷
内
の
土
地
を
轉
賣
し
て
巨
利
を
得
る
、
建
設
豫
定
の
新
幹
線
等
の

鐡
道
、
高
速
道
路
等
の
、
路
線
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等
の
位
置
を
、
職
權
も
て
知
る
や
、
配
下
の
不
動
産
業

者
に
令
し
て
、
周
邊
の
土
地
を
買
占
む
る
等
の
方
法
、
政
界
に
熟
知
せ
ら
る
。
斯
く
て
、
田
中
派
を
中
心
に
、

事
前
に
公
共
工
事
關
係
極
祕
情
報
に
接
し
得
る
ポ
ス
ト
に
就
任
せ
る
代
議
士
ら
多
數
、
之
を
踏
襲
す
。
公

共
工
事
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
等
に
關
與
し
、
自
ら
の
手
中
に
、
國
家
豫
算
の
一
定
比
率
の
資
金
を
流
入
せ
し
む
る

は
、
田
中
系
等
の
政
治
家
の
常
例
と
な
れ
り
。
こ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
ほ
ぼ
報
道
せ
ざ
る
に
よ
り
、
國
民
一

般
に
は
知
ら
れ
ざ
る
も
、
政
界
、
建
設
業
界
等
に
あ
り
て
は
、
公
然
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
行
は
る
。
あ
か
ら
さ

ま
な
り
し
が
故
に
、
對
中
國
Ｏ
Ｄ
Ａ
援
助
に
係
る
日
本
政
治
家
の
利
殖
行
動
の
、
中
國
側
に
見
透
か
さ
る
る

所
と
な
り
、
そ
の
頃
未
だ
比
較
的
に
純
眞
な
り
し
中
國
政
府
關
係
者
の
輕
蔑
を
招
く
。
一
部
の
腐
敗
せ
る

中
國
側
政
治
家
・官
僚
ら
、
之
よ
り
、
政
治
的
決
定
權
を
金
に
換
ふ
る
術
を
學
び
た
る
は
、
何
た
る
皮
肉
ぞ
。

又
こ
は
、
我
ら
が
國
の
恥
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
。 

  

斯
る
田
中
派
系
政
治
家
の
腐
敗
、
今
は
漸
く
、
ほ
ぼ
拂
拭
せ
ら
れ
た
り
。
そ
は
、
一
に
竹
下
と
金
丸
・
小

澤
の
、
竹
下
派
内
部
の
分
裂
・抗
爭
、
二
に
竹
下
派
外
の
、
小
泉
、
加
藤
、
山
崎
の
Ｙ
Ｋ
Ｋ
、
之
を
批
判
せ
る
、

三
に
竹
下
が
死
後
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
の
一
人
、
小
泉
の
舊
福
田
派
系
政
權
の
成
立
せ
る
に
因
る
。
さ
れ
ど
田
中
が
首

相
就
任
よ
り
竹
下
が
死
ま
で
、
二
十
八
年
の
歳
月
の
間
、
日
本
の
政
治
は
、
腐
敗
と
不
效
率
化
の
一
途
を
辿

れ
り
。
今
日
の
日
本
經
濟
、
い
か
に
景
況
の
不
調
に
苦
し
む
も
、
思
ひ
切
つ
た
る
景
氣
刺
激
策
を
採
り
得
ざ

る
、
國
民
の
老
齡
化
進
み
た
る
も
、
有
效
な
る
社
會
保
障
制
度
の
未
だ
確
立
せ
ざ
る
、
消
費
税
増
額
に
よ
り

國
民
の
生
活
を
壓
迫
し
た
る
、
何
れ
も
國
の
財
政
に
、
巨
額
の
缺
損
赤
字
の
累
積
せ
る
が
故
な
り
。
然
し
て

累
積
せ
る
財
政
赤
字
、
何
處
よ
り
來
た
り
し
や
。
遠
因
を
探
ら
ば
、
田
中
系
等
の
政
治
家
の
、
長
年
に
亙
つ

て
國
家
財
政
に
寄
生
し
、
財
政
資
金
よ
り
、
ほ
し
い
ま
ま
に
個
人
的
資
金
稼
ぎ
に
狂
奔
し
た
る
、
少
く
も
そ

の
一
つ
な
り
し
を
疑
ふ
者
無
か
ら
ん
。 

  

田
中
角
榮
な
る
政
治
家
の
登
場
せ
る
時
、
政
界
の
良
識
派
に
、
田
中
の
危
險
性
を
察
知
し
た
る
者
、
少
か

ら
ざ
り
き
。
田
中
の
「留
置
所
の
壁
の
上
を
歩
く
男
」
と
評
せ
ら
れ
た
る
は
、
そ
が
證
左
な
り
。
さ
れ
ど
當
時

の
朝
日
新
聞
等
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
、
全
面
的
に
田
中
を
支
持
・
支
援
し
、
田
中
が
政
治
活
動
の
暗
部
を
、
ほ



ぼ
完
全
に
、
國
民
の
眼
よ
り
隱
蔽
せ
る
が
故
に
、
國
民
の
大
多
數
、
亦
田
中
を
支
持
す
。
田
中
が
國
民
的
人

氣
、
世
を
覆
へり
。
い
か
が
は
し
き
政
治
家
、
田
中
を
首
相
の
地
位
に
押
し
上
げ
、
そ
の
後
三
十
年
近
く
に
亙

り
し
政
治
の
腐
敗
と
低
迷
を
も
た
ら
し
た
る
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
な
り
し
に
非
ず
や
。
福
田
赳
夫
等
の
良

識
派
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
支
援
を
得
る
能
は
ざ
り
し
が
故
に
、
日
本
の
政
治
の
轉
落
に
向
ふ
を
阻
止
し
得

ざ
り
き
。
我
ら
が
日
本
、
今
日
の
て
い
た
ら
く
に
あ
る
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
め
の
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
國

民
の
選
擇
の
誤
り
に
基
づ
く
な
ら
ず
や
。 

  

タ
イ
に
て
は
、
國
内
に
、
日
本
の
如
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
偏
向
、
尠
し
と
見
ゆ
る
は
、
彼
の
國
の
幸
ひ
な
り
。

タ
イ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
多
く
は
、
良
識
派
と
と
も
に
、
タ
ク
シ
ン
の
、
選
擧
に
よ
る
多
數
獲
得
に
藉
口
し
て
、

政
治
の
實
權
を
獨
占
せ
ん
と
す
る
を
批
判
せ
る
ら
し
。
さ
れ
ど
問
題
は
國
際
輿
論
な
る
も
の
を
形
成
す
る

歐
米
人
記
者
等
な
り
。
固
よ
り
歐
米
人
記
者
が
中
に
、
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化
に
理
解
あ
る
者
、
絶
無
に
は
非

ず
。
さ
れ
ど
大
半
は
、
歐
米
の
規
準
を
絶
對
視
し
、
文
化
的
、
人
種
的
偏
見
を
毫
も
恥
ぢ
ず
、
歐
米
外
の
如

何
な
る
地
に
あ
り
て
も
、
居
丈
高
に
、
歐
米
的
選
擧
制
、
代
議
制
な
ら
ず
ば
、
「民
主
主
義
」
に
非
ず
と
做
し
、

就
中
軍
事
政
權
を
敵
視
、
非
難
す
る
が
常
な
り
。
今
般
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
事
前
に
諒
承
せ
る
故
か
、
軍
の
、

選
擧
多
數
派
排
除
の
動
き
を
、
早
期
の
、
選
擧
制
への
復
歸
を
要
望
し
つ
つ
も
容
認
す
。
さ
れ
ど
ア
メ
リ
カ
等

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
反
應
、
如
何
な
ら
む
。
常
の
如
き
、
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化
に
理
解
な
き
一
方
的
非
難
の
、

抑
制
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
庶
幾

こ
ひ
ね
が

ふ
。  

ア
ジ
ア
に
は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
文
化
あ
り
。
「
民
主
主
義
」
な
る
言

葉
の
定
義
如
何
に
よ
れ
ど
、
タ
イ
な
ら
ば
、
タ
イ
に
固
有
の
民
主
主
義
的
政
治
文
化
あ
り
て
、
長
き
歴
史
に

根
差
せ
り
。
今
囘
の
如
く
、
歐
米
式
選
擧
制
の
タ
イ
の
良
識
を
逸
脱
せ
ば
、
國
王
の
藩
屏
た
る
軍
の
介
入
し

て
、
そ
を
是
正
す
る
が
、
タ
イ
固
有
の
制
度
な
り
。
そ
は
、
歐
米
式
「民
主
主
義
」の
制
度
と
は
異
な
れ
ど
、
實

質
的
に
民
の
利
を
守
れ
ば
、
民
主
主
義
の
原
理
に
反
せ
ず
。
今
囘
タ
ク
シ
ン
派
の
過
度
の
勢
力
、
軍
主
導
の

下
に
抑
制
せ
ら
れ
、
數
の
原
理
の
み
に
據
ら
ざ
る
制
度
の
模
索
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
實
行
に
移
さ
れ
ば
、
そ
は
、

社
會
、
人
心
の
あ
り
方
に
共
通
點
無
き
に
非
ざ
る
我
が
日
本
に
も
、
よ
き
「
他
山
の
石
」た
ら
む
。
願
は
く
は
、

田
中
角
榮
以
後
の
日
本
の
政
治
の
歸
趨
を
、
批
判
的
に
囘
顧
し
、
現
下
の
日
本
と
日
本
の
政
治
の
再
生
に
取

組
む
良
識
派
我
が
國
人
、
或
い
は
假
令
平
素
「王
よ
り
王
黨
派
」
と
な
り
て
、
歐
米
人
以
上
に
歐
米
的
規
準

を
信
奉
し
、
軍
事
政
權
を
非
難
す
る
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
あ
り
て
も
一
部
人
士
、
今
後
の
タ
イ
が
政

治
の
推
移
を
、
眞
摯
に
注
視
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。 

 


